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研究紹介 原子核、ハイパー核構造の理論研究
世の中の物質を構成する原子は中心に原子核があり、

原子核が持つ複雑な構造やそれらを支配する力（核力）
はまだ完全には解明されていません。解明するためには
加速器施設でさまざまな原子核を生成し、その構造を調
べる必要があります。また、ハイペロンと呼ばれる地球
上では自然に存在しない粒子が、中性子星と呼ばれる天
体の構造に大きく関わっていると考えられています。そ
の役割を解明するために加速器施設でハイペロンを含む
原子核（ハイパー核）を人工的に生成し、その構造を調
べる必要があります。日本では、埼玉県にある理化学研
究所の RIBF や、茨城県にある J-PARC などの加速器施
設で原子核、ハイパー核の生成実験が行われています。

これらの加速器施設による実験結果を予測するためには、また、実験結果を検証するためには、理
論研究がかかせません。当研究室では、原子核の構造理論で成功をおさめてきた殻模型の手法を用い
て、数値計算により原子核やハイパー核の構造を記述する関数（波動関数）を求め、得られた波動関
数を用いて生成断面積などの観測量を理論的に導き出しています。また、そのための計算コードの開
発をしています。
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